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冷蔵庫で食品を腐らす日本人 

 
 

「江戸」に残暑を乗り切る工夫を学ぶ 
江戸の昔、豊かな自然があふれていたかと思い

きや、その当時から江戸の町はすでに人口密集

地でした。広々とした敷地に建つ地方の民家の
ように、風通しのいい家に住むというのはなか

なか望めるものではありま

せんでした。とはいえ風流

な江戸っ子たちのこと。家
の中では、涼を呼ぶ粋（い

き）なインテリアを楽しん

でいたのです。江戸の人々

の夏を快適に過ごす工夫と
はとはどのようなものだったのでしょうか。 

江戸の“涼”なインテリア  

[簾 (すだれ)] 夏の日差しをやさしく和らげてくれる簾。外からは目隠

しになり、家の中に風も運んでくれるという優れた機能もさることなが

ら、江戸の人々は、この簾が風に揺れる姿を眺め“涼”を感じていまし

た。揺れやすくするため、今の簾よりも短く作られていたそうです。風

鈴に風の音を聞くように、揺れる簾に風を眺める。なかなか風流な感性

だと思いませんか? 

 

[金魚玉] 夏の風物詩“金魚”は、江戸の町でも大人気。寛延元年 (1748 年) 

には「金魚養玩草 (きんぎょそだてぐさ)」という飼育のマニュアル本が出版

されるほどの熱狂ぶりでした。ビニールのなかった江戸時代には、金魚を「金

魚玉」という小さなガラスの器に入れて縁日から持ち帰り、軒下に吊るして

泳ぐ涼しげな姿を楽しんだそうです。ちなみに東京江戸川は金魚の日本三大

産地の一つ。ひらひらと泳ぐかわいらしい金魚をガラスの鉢に泳がせて、涼

しげな様子を眺めるのも楽しそうですよね。 

 

[変わり朝顔] “釣り”“骨董品”と並び、江戸の三大道楽の一つに数え

られていた“園芸”。長屋住まいの庶民たちも、鉢植えの花を競って路

地裏に飾り楽しんでいたといいますから、その通りはさぞきれいだった

のではないでしょうか。その中で一大ブームとなったのが“変わり朝

顔”。自然に起こる遺伝子の変化により、花の色や形、模様などがさま

ざまに変化して現れるもので、とても朝顔とは思えないものばかり。 

江戸の園芸家たちはこの珍しい朝顔作りに熱中していたそうです。 
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江戸の“涼感”ファッション 

祭りや縁日を彩る夏の風物詩、浴衣。平安時代、貴族が蒸し風呂で着てい

た「湯帷子 (ゆかたびら)」がその起源で、これが江戸時代に入り綿の普

及とともに庶民にも広がっていきました。銭湯文化が花開いた江戸の町で

は、湯上がりに着る下着のようなものとして普及し、その後夏に着る着物

となったのです。浴衣を夏のファッションに変えたのは、まさに江戸の

人々の粋な洒落っ気だったんですね。今も浴衣はちょっとしたブーム。色

も模様も華やかになった現代の浴衣を着て、楽しんでみてはいかがですか。

涼しさを身にまとい、カラコロと下駄の音を響かせて散歩に出かければ、

いつもとはちょっと違う心地いい時間を過ごせそうですよね。 

風流な自然に “涼”を愛でる 

いつの時代も、自然の風景や音に人は心癒されるもの。江戸の人々ももちろん例外ではなく、四季折々

にその風情を楽しみました。暑い夏の盛りに楽しんだ、風流な江戸の娯楽をご紹介しましょう。 

 

[虫聴き] 江戸の人々は夕暮れ時になると、涼しげな虫の声を聴

きに好んで出かけました。とはいえ、その当時の江戸は人口世

界一の大都市で、町の中心部に虫の鳴くような草原を見ること

はありません。人々は、郊外にある虫聴きの名所「道灌山(現在

のＪＲ西日暮里周辺)」あたりまで足を伸ばしていました。現在、

東京で虫聴きを楽しむのは難しくなりましたが、「向島百花園」

では毎年「虫ききの会」が開かれているので、夕涼みがてら虫

の音を聴きに出かけてみてはどうでしょうか。 

 

[蓮見] 花見といえば春の桜が思い浮かびますが、江戸の人々は夏

にも盛大に“蓮”の花見を楽しんでいました。蓮見の名所は上野の

「不忍池」。池の周りにはたくさんの茶屋が並び、名物の“蓮めし”

などが売られ、朝早くからにぎわっていたそうです。今も不忍池に

は池を埋め尽くすほどの蓮の花を見ることができます。江戸情緒あ

ふれる「蓮見茶屋」もオープンしているので、のんびり蓮を眺めな

がら夏の風情を愛でるひとときを過ごしてみるのもいいかもしれ

ませんね。  

 

残暑を乗り越える 

空にはまだ入道雲が広がり、蝉の合唱が響いています。それでも８月に入ると間もなく迎えるのは、秋

の気配が立つという「立秋」。江戸の人々にとって、旧暦７月 (新暦８月) はもう初秋でした。とはい

え、まだまだ暑い日が続く中、季節に敏感な江戸っ子たちはどのように“暑い秋”を過ごしていたので

しょうか。 
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[七夕] 旧暦７月７日 (新暦８月７日) の「七夕」は五節供

の一つで、江戸時代の公式行事。江戸庶民は、この七夕祭り

を賑やかに楽しみました。七夕は中国から伝わった牽牛 (け

んぎゅう)・織女 (しょくじょ) 二つの星が天の川でめぐりあ

う伝説と、裁縫の上達を願う乞巧奠 (きっこうでん) の風習、

日本の棚機つ女 (たなばたつめ) の伝説などが習合して始ま

ったものとされています。この時期、町には短冊売りや笹竹

売りがやってきて、五色の短冊や竹を売り歩いていました。

竹には、願い事を書いた短冊のほかにも、色紙で作ったスイ

カやホオズキ、ソロバン、硯 (すずり)、などを飾り付け、こ

れを軒並み屋根の上に立てていました。 

 

[お盆] 旧暦７月１３日 (新暦８月１３日) は先祖の霊を迎える「迎え盆」、

１５日は迎えた霊を送る「送り盆」が行われた日。 

江戸の町では盆月の１カ月、軒下に盆提灯を吊るす習慣があり、花や鳥など

をかたどった美しい灯籠が町を彩っていました。江戸時代、お盆には先祖の

霊をきちんと迎えるための「盆棚」という特別な祭壇を用意していました。 

四隅に竹を立てて縄をめぐらせた中に低い棚をしつらえ、その上に位牌や香

炉、花、膳椀などを並べたものです。祖先の霊を迎えた三日間が終わると、

今度は迎えた霊を送り出す「送り盆」。家の戸口に送り火が焚かれ、隅田川や

神田川では、霊を供養する灯籠流しが行われました。 

暗い川面に灯籠の灯が延々と連なり流れていく、寂しくも美しい光景は、今

でも各地で夏の風物詩となっています。 

 

[二十六夜待ち] お月見は江戸庶民に大人気だったイベントのひとつ。

江戸には月見の名所がいくつもありました。特に水辺は月見の人気ス

ポットで、周辺には団子や鮨、蕎麦などの出店がずらりと並び、江戸

の人々は水面に映ってゆらゆらと揺れる月の姿を好んで眺めていま

した。 

この時代の代表的な月見は「十五夜」「十三夜」「二十六夜待ち」の３

つ。十五夜は旧暦８月１５日 (新暦９月１５日) の中秋の名月。十三

夜は十五夜だけに月見をするのは片月見といってよくないこととさ

れ、翌月の十三夜の月見です。そして、旧暦７月２３日 (新暦８月２

３日) が二十六夜待ち。月の出がだんだん遅くなるので「待ち」と呼

ばれ、老若男女を問わず、飲んで食べて真夜中の月を楽しみました。 

月光に阿弥陀三尊が現れるという信仰行事だったのですが、目的は遊

ぶことにありました。江戸っ子は根っからのイベント好きだったようです。 

 

パソコンもテレビも、もちろんエアコンだってなかった時代。江戸っ子たちは、想像力をめいっぱい働

かせ、五感を存分に活用し、季節の風趣も暑さや寒さも、存分に楽しんでいました。そこには、環境も

生活も大きく変わった現代にも活かすことのできるヒントがたくさんあるのではないでしょうか。ちょ

っと意識して感性を働かせ、彩りある暮らしを楽しみたいものですね。 
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